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シンポジウム報告
看護実践の変革を目指した研究的チャレンジ 
─求められるデザイン力─
シンポジスト：鳥　田　美紀代（東邦大学健康科学部）　　　　
夏　井　　　演（千葉市役所保健福祉局）　　　
大　湾　明　美（沖縄県立看護大学）　　　　　
座　　　　長：谷　本　真理子（東京保健医療大学）　　　　　
斉　藤　しのぶ（千葉大学大学院看護学研究科）
１．趣旨
少子・超高齢社会において，保健医療福祉は目まぐる
しい変化が生じている。そのような現代社会において真
に必要な看護実践を展開していくため，本学術集会のメ
インテーマであるデザイン力に焦点を当て，看護実践を
活性化したり，組織を変えていくような取り組みについ
て，３名のシンポジストに登壇いただき，実践を変革す
るするにあたっての示唆を得ることを目的とした。
２．シンポジスト発表内容
１）看護実践の現場で“アクションとしての研究”を行
う際の心得─求められるデザイン力とは？─（鳥田美
紀代氏）
鳥田氏からは，高齢者の主体性を看護師が尊重するに
はどのような高齢者と看護者の援助関係であればよいの
かという問いを持ち続け，博士論文で高齢者の主体性を
支援するための協同的介入プログラムの開発に取り組ん
だ内容が報告された。このプログラムは研究者が老人看
護の現場にプログラムの運営者として入り，看護師と協
働しながらアクションリサーチの手法を用いて開発され
た。基本的なプログラム運営の考え方は，看護師の関わ
り方や態度，高齢者の言動のとらえ方に働きかけ，高齢
者「個人」を通して主体性を考えるというものであっ
た。第一段階として現場の課題の抽出・構造化，第二段
階は課題解決のための対策立案，実施，第三段階は援助
視診を活用した高齢者への介入，第四段階はプログラム
の記述評価であった。プログラムの運営開始時点では，
基本的な考え方は言語化はされておらず，プログラムを
実施し，評価する段階で，指導教官からの指導も受けな
がら，形作られていったことが報告された。実際に実施
しながらデザインを作る過程では，演繹的なプログラミ
ングと帰納的記述のプロセスとの曖昧な部分に研究者と
しての迷いも重なりながら遂行していったプロセスで
あった。そのような紆余曲折の過程から，アクションリ
サーチの実施に向けて研究者の要件として以下のことが
挙げられた。
・自分自身の揺らぎに目を向けることができる
・自分自身の態度を反省的に振り返ることができる
・高齢者の主体性を支援すること言語化し看護実践とし
て具現化する能力
・対象者の実践を認め，相手の実践の中から高齢者の主
体性を支援している看護を見出す視点をもつこと
・組織全体を見る視点と対象者個人をみる視点を持ちつ
つ全体の中で個を見る視点をもつこと
・現場に身を置いて展開できる立場
２）千葉市における精神障害を持つ人の地域生活支援の
しくみにおける行政の役割（夏井演氏）
夏井氏は，「受診援助」にて入院治療に結び付いた精
神障害を持つ人の約４割が退院４カ月で，「受診援助」
にて再入院となっているが，関係機関（者）が対象者の
考えや思いに即した地域生活を継続するための支援方法
がわからないでいる現状に対し，対象者が安心して地域
で生活できるための地域生活支援体制の構築を目指こと
を目的とした修士研究での取り組みを発表した。
支援体制の構築に向けた活動は，①関係機関者の不安
や問題の解決に焦点を当てた退院前ケアミーティングお
よび支援状況報告会の実施，②関係機関者が支援方針を
統一して支援するための退院前ケアミーティングおよび
支援状況報告会の提案，実施，③対象者の退院後の生活
状況を把握，評価するため退院３カ月後に家庭訪問を実
施，④仕組みを継続するための媒体である情報集の提
案，作成という内容であった。このプロジェクトの結果
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として，実際に対象者の思いを尊重した支援と関係機関
者の取り組みが報告された。
行政では，より円滑に事業化，施策化を進めるために
は，データに基づいた地域診断や，事業の実施，評価に
おけるアセスメント力，健康問題を解決するために，実
行性のある事業を立案する企画力，関係機関者や組織の
事業の必要性や意義を伝え，合意形成を図ることができ
るプレゼンテーション力やコミュニケーション力，事業
予算の確保や実績報告などの文書を作成する事務力，ま
た，看護大学などの研究報告などを取り入れ，事業に反
映させるための活用力が必要となっていることが提示さ
れた。
３）実践（アクション）を科学（リサーチ）にする難し
さとおもしろさ（大湾明美氏）
大湾氏からは，初めに，研究活動に影響を及ぼしたプ
ロセスとして，看護実践の力を学生に伝え，実践を軸足
にした研究，看護実践の面白さを科学にという思いを持
つに至ったプロセスが語られた。その後，大学教員とな
り，平成12年介護保険制度創設の年に，プロジェクトと
して，沖縄県離島過疎地域新事業に参加。地域社会で安
心して生活し続けられるように，住民主体の地域づく
り，総合的な地域ケアシステムの構築に向けたアクショ
ンリサーチの実践について紹介された。プロジェクト
は，波照間島において行われた。地区踏査から介入を開
始し，質問紙による調査，伝統行事への参加，月１回を
原則とした住民との「ワーキング会議」に参加をし，介
入を開始。介入方針としては「不利性」の克服ではなく
「有利性」の伸展という発想で地域ケアシステムの方向
性を描いた。さらには，地域特性の把握，「互助」の実
態とニーズ把握，住民参加のための住民組織づくりと基
盤整備支援をおこなった。大湾氏は，住民が何が必要か
を知り，解決する力も持っていることを信じ，自らが
リーダーシップを発揮することはせず，住民組織づくり
を会議開催，情報発信という形で支援した。その結果と
して，高齢者のニーズに沿った法定外事業も誕生，住民
組織のNPO法人を中核に，「住み慣れた地域で人生の最
期まで暮らし続ける」地域包括ケアシステムの理念の実
現に至った。このような活動を通して，求められるデザ
イン力としては
１）研究者の役割の明確化，２）住民の主体性の発揮に
向けた課題や目的の共有，３）取組の評価の視点，４）
地域特性と応用の可能性という４点を挙げた。膨大な時
間とエネルギーを必要とし，地域の人々の価値観に飛び
込む覚悟や既存の方法論にとらわれない柔軟性など難し
さなどの一方で，人間的なつながりや関係性の変化する
実践活動，対象と研究者がエンパワーされる感覚など面
白さなどが語られた。
３．質疑応答（抜粋）
１）アクションに入る前に変革したいと思うに至った気
持ちはどういう経験からなのか？
・こうあるべき知見はあるのに現場は変わらないとい
うことに対してどうしてやらないのかという問いが
あった（鳥田氏）
・大学院進学というきっかけと指導過程（夏井氏）
・その人個人の経験に基づく信念（大湾氏）
２）千葉市での取り組みで全区での展開を市全体に浸透
させる仕組み作りの段階で何を信念に進めたのか？
・対象者の置かれている状況をどうにかしなければな
らないという問題意識が共有化されていたことがお
おきい。（夏井氏）
・プロジェクトを進める際のポイントは，話し合う機
会を作ること。その人たちの価値観，ニードなどに
照らしながら軌道修正をしていく勇気。（大湾氏）
３）フロアから
・千葉看護学会，千葉大学大学院博士後期課程が国立
で初めてできたのも，既存の研究方法や看護に対し
て，既存の見方からどうやって追い出すかという過
程でできた。看護実践から看護の知識を見出し，良
い看護実践をすることによってよりよい看護のアプ
ローチを学んでいく，実践を通して学び，知識を増
やし，それを伝えていく。（中略）既存の研究方法
でないと研究ではないと言われてもかみついて，や
り続けていく。…工夫しながら報告しながら改善し
てきた…そういうことでこの学会は出来上がってい
る。（野口氏）
４．まとめ
３人のご発表から，看護実践の変革には，現実を良い
方向に変えなければという信念とその覚悟が必須である
こと，現実に合わせてフレキシブルに取り組みながら，
目標に向かって筋を通していくことにチャレンジしてい
くことの重要性が語られた内容となり，さらなる取り組
みへの示唆が得られた。
